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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会　午前１０時００分

○議長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。
御起立をお願いいたします。一礼して御着席願います。礼。

　ただいまの出席議員は全員です。
　これから本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付しておりますので、御確認ください。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１、諸般の報告を行います。

　本日の会議では、３月５日の本会議で、各常任委員会に審査を付託した議案について、各常任委員長に審査状況の報告を願います。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。

　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程の順は配付した資料と異なりますが、御了解ください。

　各委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長宛てに提出されておりますので、運営資料の中に写しをお配りしております。

　各委員長報告終了の後、討論、採決は、日程の順に従って行いますので、御了解ください。

　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員としては、お手元に配付の各氏の出席を認め、会議に出席いただいております。

　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これより、各常任委員長から委員会に付託した案件の審査状況の報告を受けます。なお、さきに申し上げましたが、各委員長の報告は委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程は変更になります。

　討論、採決は、日程の順に従って行いますので、御了承ください。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第３、議案第１１号　上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、日程第５、議案第１３号　上毛町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について、日程第１１、議案第１９号　上毛町営住宅条例の一部を改正する条例について、日程第１２、議案第２０号　上毛町営住宅等の整備基準に関する条例の制定について、日程第１３、議案第２３号　平成２５年度上毛町一般会計予算（所管分）、日程第１４、議案第２４号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計予算、日程第１５、議案第２５号　平成２５年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算、日程第１８、議案第２８号　平成２５年度上毛町奨学資金特別会計予算、日程第１９、議案第２９号　平成２５年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算、以上、９件を議題とします。

　文教厚生常任委員長の報告を求めます。

　三田委員長。

○文教厚生委員長（三田敏和君）皆さん、おはようございます。文教厚生常任委員会から報告をいたします。

　当委員会は、３月１１日、議会中小会議室において、文教厚生常任委員会全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５５分開会、午前１１時３５分に閉会されました。

　当委員会に付託された案件は、町長から提出された条例案４件、予算案５件の、合計９件です。

　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、会議規則第７７条の規定に基づき報告をいたします。

　議案第１１号　上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、最初に坪根健康福祉課長に説明を求めました。

　新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律の制定に伴い、条例の一部を改正するとの説明でした。

　質疑なし。
　討論なし。
　採決、全会一致で可決することに決しました。

　議案第１３号　上毛町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について、最初に坪根健康福祉課長に説明を求めました。
　新型インフルエンザ等対策特別措置法の制定に伴い、緊急事態宣言時に市町村に対策本部の設置が義務づけられたことにより、条例を制定するとの説明でした。
　質疑なし。
　討論なし。
　採決、全会一致で可決することに決しました。

　議案第１９号　上毛町営住宅条例の一部を改正する条例について、最初に中住民課長に説明を求めました。
　第１次一括法により公営住宅法の一部が改正されたことに伴う改正との説明でした。

　質疑なし。
　討論なし。
　採決、全会一致で可決することに決しました。

　議案第２０号　上毛町営住宅等の整備基準に関する条例の制定について、最初に中住民課長に説明を求めました。

　第１次一括法により、公営住宅法の一部が改正されたことに伴う条例の制定との説明でした。

　質疑なし。
　討論なし。
　採決、全会一致で可決することに決しました。

　議案第２３号　平成２５年度上毛町一般会計予算（所管分）について、最初に総務課長に総括説明を求めました。

　平成２５年度の総額は、歳入歳出それぞれ４５億７,３００万円とする。予算編成基本方針として財政健全化指数は県内でも良好なものになっているが、平成２３年度決算に基づく経常収支比率の悪化、財政力指数は県内平均を大きく下回っている等、依存財源で成り立っている。引き続き、持続可能な安定的な財源基盤の確立に向け、着実かつ不断の行財政改革に取り組んでいく必要がある。歳出の主要施策として、１少子高齢化対策、過疎振興対策、２産業振興、３行財政改革を念頭に予算編成をしたとの説明でした。

　総括説明の質疑として、予算編成基本方針に町民満足度の向上につなげさせる諸施策とあるが、特にどれを捉えているのか。
　答弁、予算主要施策一覧表に掲げているものと御理解いただきたい。

　引き続き、住民課長、健康福祉課長、教務課長に説明を求めました。

　質疑、緊急通報装置ですが、昨年より５件減の１０件になっているが。

　答弁、死亡、施設入居等で返却になっているので勘案して減らしている。

　質疑、介護予防費で介護予防教室委託料、介護予防型サロン普及事業費とあるが、今地域でできているサロンのことか。

　答弁、介護予防型サロンは、社協に委託して各地域で１６カ所普及をしています。介護予防教室は拓心苑等に委託して、臨床心理士等が地域の中に出ていっていただいて、高齢者の健康教育をしています。
　質疑、児童福祉費の病児、病後児保育ですが、２４年の実績は。

　答弁、１月末で８名です。

　質疑、砂場細菌検査は、また空調の洗浄は。

　答弁、昨年は細菌検査と砂の入れかえがありました。空調は昨年洗浄が必要でした。

　質疑、グリーンカーテンの育ちがよくないが。

　答弁、今年は早目に肥料、苗を準備いたします。

　討論、反対討論あり。

　採決、起立多数で可決することに決しました。

　議案第２４号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計予算について、最初に坪根健康福祉課長に説明を求めました。

　平成２５年度総額は歳入歳出それぞれ１０億４,２１９万２,０００円とするとの説明でした。

　質疑なし。

　討論、反対討論あり。

　採決、起立多数で可決することに決しました。

　議案第２５号　平成２５年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算について、最初に坪根健康福祉課長に説明を求めました。

　平成２５年度総額は、歳入歳出それぞれ１億３,４５１万４,０００円とするとの説明でした。

　質疑なし。

　討論、反対討論あり。

　採決、起立多数で可決することに決しました。

　議案第２８号　平成２５年度上毛町奨学資金特別会計予算について、最初に岡崎教務課長に説明を求めました。
　平成２５年度総額は、歳入歳出それぞれ１,３０１万７,０００円とするとの説明でした。
　質疑なし。

　討論なし。

　採決、全会一致で可決することに決しました。

　議案第２９号　平成２５年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算について、最初に中住民課長に説明を求めました。

　平成２５年度総額は、歳入歳出それぞれ７万５,０００円とする。
　質疑なし。

　討論なし。

　採決、全会一致で可決することに決しました。

　以上、報告を終わります。
○議長（坪根秀介君）文教厚生常任委員長の報告が終わりました。

　これから、委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第２、議案第１０号　上毛町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について、日程第４、議案第１２号　上毛町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について、日程第６、議案第１４号　上毛町道路構造の基準に関する条例の制定について、日程第７、議案第１５号　上毛町道路標識の寸法に関する条例の制定について、日程第８、議案第１６号　上毛町準用河川管理施設等の構造の技術基準を定める条例の制定について、日程第９、議案第１７号　上毛町水道法施行条例の制定について、日程第１０、議案第１８号　上毛町簡易水道設置条例の一部を改正する条例について、日程第１３、議案第２３号　平成２５年度上毛町一般会計予算（所管分）、日程第１６、議案第２６号　平成２５年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算、日程第１７、議案第２７号　平成２５年度上毛町簡易水道事業特別会計予算、日程第２０、議案第３０号　町道路線の変更について、日程第２１、議案第３１号　町道路線の認定について、日程第２２、議案第３２号　定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定について、日程第２３、議案第３３号　福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について、日程第２４、発議第１号　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）への対応に関する意見書（案）、日程第２５、発議第２号　北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書（案）、以上、１６件を議題とします。
　総務産業建設常任委員長の報告を求めます。

　安元委員長。

○総務産業建設委員長（安元慶彦君）皆さん、おはようございます。総務産業建設常任委員会から報告します。
　当委員会は３月１２日、議会中小会議室において、常任委員全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５５分開会、午後２時３４分に閉会しました。
　当委員会に付託された案件は、町長提出の条例案７件、予算案３件、その他４件と、議員から提出された発議２件の計１６件です。
　当委員会に付託された案件の審査を行いましたので、その経過と結果を会議規則第７７条の規定に基づき報告します。
　議案第１０号　上毛町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について、総務課長より説明がありました。
　地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律の制定に伴って条例の改正を行うものであります。
　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１２号　上毛町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について、総務課長より説明がありました。

　中学校の部活の講師に対して報酬で支払っていたものを、報償費として支払うための一部改正であると。

　質疑、今まで報酬で支払っていたのを今後は報償として支払うのか。

　答弁、そのとおりです。

　質疑、辞令はどうなるか。

　答弁、教育委員会名で講師を依頼する方に依頼書を出して、同意書をいただくことになります。
　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１４号　上毛町道路構造の基準に関する条例の制定について、建設課長より説明がありました。

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律により、道路法第３０条第３項の規定に基づき、道路を新設し、または改築する場合における道路の構造の一般的技術基準に関し必要な事項を求めるものであります。

　また、これから次の議題に出てきますけれども、条例の制定や一部改正の議案においても「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律により」と説明がありますので、以下はこの部分を「一括法により」と省略します。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１５号　上毛町道路標識の寸法に関する条例の制定について、建設課長より説明がありました。

　一括法により、道路法第４５条第３項の規定に基づき、道路における案内標識及び警戒標識並びに附置される補助標識の寸法を定めるものであります。
　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１６号　上毛町準用河川管理施設等の構造の技術基準を定める条例の制定について、建設課長より説明がありました。

　一括法により、河川法第１００条第１項において準用する法第１３条第２項の規定に基づき、河川管理施設または法第２６条第１項の許可を受けて設置される工作物のうち、堤防その他主要なものの構造について、河川管理上必要とされる技術基準について必要事項を定めるものであります。
　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１７号　上毛町水道法施行条例の制定について、建設課長より説明がありました。

　一括法により、水道法の一部が改正されたことに伴い、町が管理する水道の水道管布設工事監督職員及び水道技術管理者の資格基準を条例で定める必要が生じたためのものであります。

　質疑、この条例の制定に伴い、新しく外部から専門職を雇うことになるのか。

　答弁、現在の職員で対応できます。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１８号　上毛町簡易水道設置条例の一部を改正する条例について、建設課長より説明がありました。

　本町の水道事業の変更、認可により名称、給水区域、給水人口及び１日最大給水量が変更になったことに伴い改正するものであります。
　質疑、給水区域に土佐井の一部が加わることになるのか。

　答弁、そのとおりです。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２３号　平成２５年度上毛町一般会計予算（所管分）について、最初に総務課長より総括説明がありました。

　総括説明に対する質疑として、依存財源にたよる上毛町であるが、持続可能な安定的な財政基盤のため、具体的にどんな手法が今後考えられるのか。

　答弁、総合計画に基づき事業を展開していますが、集中改革プランによる行財政改革があります。精査する分もありますが、人件費やもろもろの見直しも含め財政運営を図っていきたいと考えています。

　次に、担当課長より総務、企画、総合窓口、産業、建設の順で説明がありました。歳出に対する質疑として、総務管理費の人事評価ですが、民間と変わらないものと思っているが、外部に委託するということはなぜか。

　答弁、電算上の管理にも関係しますが、評価項目の条件や内容の集中や検証、そうした制度の職員全体の共通認識、評価能力の平準化を保つための研修実施の際の講師依頼もしているためです。

　質疑、人事評価制度のシステム化はできているのか。

　答弁、人事評価制度はマニュアルにより次年度に向けての助言、アドバイス等もあり、反映できていると考えます。

　質疑、会計管理で指定金融機関への支出ですが、今、経営的に悪くない金融機関へ人件費も町が負担することについては、町は交渉できなかったのかどうか。

　答弁、私もそのような認識を持っており、交渉はいろいろと行いました。交渉時点では、各自治体では７０％を超える割合で人件費の一部を負担に応じているということ。今、上毛町では２名の職員が派遣されており、１名は金融機関の職員、１名は派遣社員であります。町としても財政上の負担は抑えたいものの、金融機関もみずからの経営の合理化を行う中で、指定金融機関との派遣に伴い毎年３００万円以上の負担を継続してきたということで、１名分相当の１００万円を町が負担することはいたし方ないものという交渉の経緯があります。
　質疑、企画費の空き家改修助成で、改築しますから、固定資産税の見直しはあるか。

　答弁、固定資産税の評価は、基本的に床面積等が変わらなければ改修にかかわる評価はしません。

　質疑、空き家の改修は多いが、余りこれを推進すると、東高跡地などの新築分が手薄になってはどうかと思うが。

　答弁、空き家改修の助成の対象、条件は、空き家バンクに登録いただいた方で貸したい人、借りたい人と決めております。多くの方が利用されるとは見込んでいません。

　質疑、選挙費の選挙管理費の報酬で、どうして前任と後任が１カ月分重複するのか。

　答弁、任期が１１月２８日ということで月の途中でありまして、日割りではなく月割りで報酬計算となりますので、１１月分を前任と後任の方が重複します。任期が月末の場合のみ重複いたしません。

　質疑、上下水道ですが、浄化槽の設置補助について８０基を４０基分ふやしていますが、上毛町の補助率は非常に高いし、この点は非常に評価されていいと思うが、東高跡地に来るところも、もう少し補助率を上げる考えはないか。また、全額町が負担しようという考えは。

　答弁、現在上毛町の浄化槽は１人槽当たり１２万円で、他町村の２倍強でありまして、農業集落排水地域外では、この浄化槽で対応しています。やはり平等性を考慮し配慮し、町内全て同様に同じ金額の設定で考えております。

　質疑、農業費で鳥獣の捕獲報償金で、期間限定ということで、今はその期間ではないですか。今、地元では鹿が多く出ているので、その期間を調整して対策してほしいが。

　答弁、現在は狩猟期間ということで捕獲期間ではありませんが、免許をお持ちの方はとれるということです。本町では対策協議会という組織で猟友会もいらっしゃいますので、そうした要望もお伝えしたいと考えます。

　質疑、商工費の大平楽備品購入で、発券機やサーバー機器ですが、これは購入ではなく指定管理者にリースすべきでは。
　答弁、指定管理者の支出を行う場合は、基本協定の中で１００万円以上というものと合わせ、高圧洗浄機など１００万円に満たないものについても施設として必要なものという部分で、町で設置するということで長期使用を、保守等ができなくなった設備、備品などは、新たに購入費の計上をしております。

　歳入に対する質疑として、入湯税については滞納なく納税されているか。

　答弁、事業者からの申告に基づいて、○○○○○はしますが納付はされています。

　討論なし。
　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２６号　平成２５年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算について、建設課長の説明を求めました。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２７号　平成２５年度上毛町簡易水道事業特別会計予算について、建設課長の説明を求めました。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第３０号　町道路線の変更について、建設課長の説明を求めました。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第３１号　町道路線の認定について、建設課長の説明を求めました。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第３２号　定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定について、企画情報課長に説明を求めました。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第３３号　福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について、総務課長の説明を求めました。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　発議第１号　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）への対応に関する意見書（案）について。

　質疑、この意見書はどこから出たのか。

　答弁、農業団体と一緒に考えて作成をいたしました。

　討論なし。

　採決の結果、起立少数で不採択に決しました。

　発議第２号　北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書（案）について、提出議員より補足説明がありました。２００２年に一部の方が帰国しているが、残った方々はそのままになっているので早く解決することを望む。

　質疑、この意見書は全国的な展開なんですか。

　答弁、北朝鮮に拉致された日本人を救出する福岡の会が福岡にあります。これは全国組織でありまして、３７都道府県に、この会があります。

　討論なし。

　採決の結果、起立少数で不採択に決しました。

　以上で、総務産業建設常任委員会からの報告を終わります。
○議長（坪根秀介君）総務産業建設常任委員長の報告が終わりました。

　これから、委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）これから、委員会付託案件の討論、採決を行います。

　日程第２、議案第１０号　上毛町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１０号　上毛町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第３、議案第１１号　上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１１号　上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第４、議案第１２号　上毛町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１２号　上毛町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第５、議案第１３号　上毛町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１３号　上毛町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第６、議案第１４号　上毛町道路構造の基準に関する条例の制定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１４号　上毛町道路構造の基準に関する条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第７、議案第１５号　上毛町道路標識の寸法に関する条例の制定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１５号　上毛町道路標識の寸法に関する条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第８、議案第１６号　上毛町準用河川管理施設等の構造の技術基準を定める条例の制定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１６号　上毛町準用河川管理施設等の構造の技術基準を定める条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第９、議案第１７号　上毛町水道法施行条例の制定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１７号　上毛町水道法施行条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１０、議案第１８号　上毛町簡易水道設置条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１８号　上毛町簡易水道設置条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１１、議案第１９号　上毛町営住宅条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１９号　上毛町営住宅条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１２、議案第２０号　上毛町営住宅等の整備基準に関する条例の制定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２０号　上毛町営住宅等の整備基準に関する条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１３、議案第２３号　平成２５年度上毛町一般会計予算、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第２３号は反対の立場から討論いたします。

　反対の理由の第１点は、上毛町行政改革大綱を推進する立場から、新吉富保育所を民営化しようとしています。行政改革大綱の基本理念は、本来行政が果たさなければならない事業を自助努力と民間に役割分担をさせています。保育所行政も、自己責任と民間に任せることで行政の果たす役割を弱めています。

　２点目、し尿くみ取り料は、合併まで統一するということでした。依然、大平地域と新吉地域では、くみ取り料が統一されていません。

　３点目、給食調理業務について、小学校給食は食育という教育の一環であるから、請負業者に調理させることは好ましい状況ではありません。小学校給食調理業務の民間委託は、合理化一辺倒で推し進めたものです。

　４点目、同和行政は、法の失効にもかかわらず続けています。特別扱いはやめ、直ちに一般行政に移行すべきです。

　５点目、憲法違反の自衛隊に築城基地協賛会負担金を予算計上しています。

　６点目、子宮頸がん、ヒブ、小児肺炎球菌の３ワクチン接種と１４回までの妊婦健診を行う国庫補助基金が１２年度で終了します。１３年度は、この財源を子育て世帯に負担増となる年少扶養控除廃止による住民税増税分を充てて、地方交付税にも参入されています。

　以上の理由を述べまして、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）私は、賛成の立場で討論をいたします。

　今年度の当初予算は、前年度より１億３,５００万の増でございます。合併当初１人当たりの借金といいますか、１１０万ぐらいありましたが、今回は８０万以下になっております。また、基金も合併当初３０億の基金でありましたが、今回は８０億近い基金になっております。まさに健全財政へ進んでいるという感じがいたします。平成の財政合併に、当時の豊永村長、新吉富の鶴田村長が勇気を持って合併に取り組みまして、今日の財政状況になっているということは、住民も高く評価しているものと思います。
　また、今日我が国の喫緊の課題は少子化問題でございます。そうしたことについても、今回は国以上の不妊治療等に充実された予算をつけられております。これは高等学校の住宅政策にも大きく役に立つのではないかと思います。また、中学生の英検塾、これは国際的に若い青年が将来に立っていく上にも大きな役に立つのではないかと思います。
　また３月１１日の東日本大震災に、今になって地質の問題がクローズアップされております。この問題についても、本町では着々と予算をつけて進行しております。
　また、住環境問題については、合併槽には大変高い補助率をつけております。また、高等学校の関係でもって、今年度は４０基多く予算措置もされております。
　また、自動車時代に対応するためにも、１２５個の橋については、今年度に維持あるいは補修の点についても、ほぼ完成されると言われております。
　また、保健業種においても、幼児から高齢者に対する定期ワクチン、あるいは、いろいろなワクチン等についても国以上の取り組みをしているということは、住民においては大変安心、安全につながるかと思います。
　我が町の理念でもある住民の安心、安全の町づくりには、本年度の予算は、私は大きく配慮された予算だと思っております。そうした観点から、速やかに議決されまして早く執行されることが住民の福祉向上につながるものと思って、賛成討論といたします。
○議長（坪根秀介君）ほかに討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する各委員長の報告は、原案可決であります。本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第２３号　平成２５年度上毛町一般会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１４、議案第２４号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計予算、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第２４号に反対の立場から討論いたします。

　国保加入者のほとんどの方が、国保税の負担が重いと言っています。国は１９８４年まで医療費の４５％を負担していたが、医療給付費の５０％にして医療費ベースでの負担を引き下げています。国の国民健康保険税の運営のあり方に問題がありますから、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

　安元議員。

○６番（安元慶彦君）私は、賛成の立場から討論をいたします。

　さきに可決された平成２４年度の国保会計の補正予算の中においても、保険給付費が約９,６００万円減額されていました。この原因はどこにあるのかと疑問に思って質問をしようと思っておりましたけれども、町長の提案理由の説明の中で、職員の適切な指導や啓蒙活動が功を奏して、こういった結果が出たということでございまして、住民に対して普段の適切な保険指導の積み上げの成果が出たことでございまして、課長初め職員の方々の努力に敬意を表したいと思っております。
　２５年度予算においても、保険給付費は前年度に比較して減額で計上されており、この会計のここが生命です。さらなる国保会計の健全な運営と、職員の皆様方の一層の活躍を祈念いたしまして、賛成討論といたします。
○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第２４号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１５、議案第２５号　平成２５年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算、これから討論を行います。

　反対討論ですね。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第２５号は反対の立場から討論いたします。

　後期高齢者医療制度は、７５歳以上の高齢者とそれ以外の高齢者を切り離した差別医療を押しつけるものであるから、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

（「なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第２５号　平成２５年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１６、議案第２６号　平成２５年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２６号　平成２５年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１７、議案第２７号　平成２５年度上毛町簡易水道事業特別会計予算、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２７号　平成２５年度上毛町簡易水道事業特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１８、議案第２８号　平成２５年度上毛町奨学資金特別会計予算、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２８号　平成２５年度上毛町奨学資金特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１９、議案第２９号　平成２５年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２９号　平成２５年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２０、議案第３０号　町道路線の変更について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３０号　町道路線の変更については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２１、議案第３１号　町道路線の認定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３１号　町道路線の認定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２２、議案第３２号　定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３２号　定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２３、議案第３３号　福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３３号　福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２４、発議第１号　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）への対応に関する意見書（案）、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）発議第１号は、一部の問題点を指摘し、全体としてはＴＰＰ交渉参加に反対の内容であるので、賛成の立場から討論いたします。

　問題の部分は４項目のところ、民主党政権のところに、交渉相手を戦略的に選定するという視点が欠落と。自民党はさきの総選挙で当選した７割の議員がＴＰＰ交渉参加に反対したにもかかわらず、安倍首相は日米首脳会談で、聖域なき関税撤廃の前提がないことが明確になったとしてＴＰＰ参加の意向を示しているので、４項目めの自民党・公明党の政権における我が国の目指すべき貿易指針となる部分についての２カ所は同意できませんが、以下賛成の理由を述べます。

　ＴＰＰは二つの原則があります。一つは全ての問題が、全ての関税がゼロになることです。これをやれば、日本の食料自給率は現在３９％から１３％まで下がります。関連する産業を含めると３５０万人の雇用が失われます。海外からは６０キログラム当たり３,０００円から４,０００円の米が輸入されたら農業はつぶれ、上毛町地域の経済も疲弊します。

　二つ目は、非関税障壁の撤廃で、国民が築いてきた食の安全を守る基準や労働者の権利を守るルールは、自由な競争を損なうとして廃止の対象となってしまいます。日本で認められている食品添加物は８３２種類、アメリカは３,０００種類です。アメリカに合わせるとなります遺伝子組み換え表示義務も、競争を損なうから外せとなります。子供たちに安全な食べ物を食べさせる地産地消が発展していますが、これも競争を損なうものとなってしまいます。
　国民皆保険制度も、アメリカの保険会社が参入して保険が適用されない医療が拡大され、医薬品も高くなります。さらに、ＩＳＤ条項の協定で、投資先の国の制度や政策によって損害を受けたと判断すれば、その国を相手取って、制度や政策に変更や廃止、損害賠償を求める訴えを起こすこともできます。
　安倍首相は聖域を守れたかどうかは交渉次第と言います。昨年カナダとアメリカが先行９カ国と極秘念書を交わし、両国にとって不利な条件を承諾し、参加する交渉が認められています。極秘念書は、１、現行の交渉参加９カ国は既に合意している条文は全て受け入れ、９カ国が合意しない限り再協議は行わない、２点目、将来ある交渉分野において現行９カ国が合意した場合、新規参加国の拒否権は許さず、その合意に従わなければならない、３点目、交渉を打ち切る権限は９カ国にあり、遅れて交渉した国は、拒否権は認められない。３月８日の参議院の審議で、そのような交渉条件があったのかとただすと、岸田外相は「我が国は提示されていない。安倍首相は、まだはっきりしていないものがある」と答弁しています。こんな誓約を交わされたら、守るべきものも守ることができません。聖域は架空の聖域となってしまいます。
　議員各位の御賛同をぜひよろしくお願いいたしまして、賛成討論といたします。

○議長（坪根秀介君）ほかに討論はございませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案不採択であります。

　ここで改めてお諮りします。

　発議第１号　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）への対応に関する意見書（案）を採択することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、発議第１号　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）への対応に関する意見書（案）は、原案のとおり採択とすることと決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２５、発議第２号　北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書（案）、討論を行います。

　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、発議第２号に反対の立場から討論いたします。

　今でこそ拉致問題は誰もが知っていますが、１９８０年代、日本共産党がこの問題を取り上げたとき、拉致問題を問題にする政党はありませんでした。そういう中で、全国の行方不明者を調べ上げ、１９８８年、参議院で日本共産党の橋本敦参議院議員が追求し、その当時の国家公安委員長であった梶山さんが「北朝鮮による拉致の疑いがある」と答弁し、問題の性格が明らかになりました。北東アジアは日本の最も身近な国際環境であり、ここに安定した国際関係を築くことは、２１世紀の日本の平和的な発展にとっても、最も切実な課題です。日朝双方が拉致問題とともに朝鮮半島の平和の問題に力を尽くし、国交正常化への道筋を開いていかなければなりません。
　しかし北朝鮮によるミサイル、核問題で２国間に国交がないため、軍事的対応の悪循環が進んでいることは大きな問題です。６カ国の協議に参加するほかの全ての国は北朝鮮と外交ルートを持ち、それぞれ独自の外交戦略を持って臨んでいるのに対し、日本だけが外交ルートも戦略もありません。平和的な外交ルートを早急につくり上げることが求められています。拉致問題は２００２年の日朝平壌宣言、２００５年の６カ国協議の共同声明に立ち返り、早期に解決を図るべきです。

　ところで、この意見書（案）は、一方では混乱事態が発生し、被害者の安全が犯される危険も出てきた。混乱事態に備えた救出作戦の準備を早急に完成させなければならないと述べられています。これは過激な状況を生み出すおそれがあり、北朝鮮との関係だけでなく朝鮮半島の平和と安全とかけ離れた事態を奨励するものです。また「今年は勝負の年として全力を傾けて」という不適切な言葉も使われています。平和的な外交を通じなければ、拉致問題の解決、拉致被害者の救出は、さらに遠ざかるのではないでしょうか。

　以上のことを述べまして、この意見書に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

　安元議員。

○６番（安元慶彦君）私は、賛成の立場から討論を行います。

　昭和４５年ごろから５５年ごろにかけて、北朝鮮による日本人拉致が多発したといわれています。横田めぐみさんが中学１年生のとき、下校中に拉致されたのが昭和５２年です。それから３５年が経過しています。平成１４年９月小泉総理が訪朝して１０月に５人の方々が帰国しました。さらに平成１６年５月に小泉総理の２回目の訪朝により、先に帰国した方々の家族が帰国しています。
　現在、１７名が政府によって拉致被害者として認定されていますが、その後何も進展していないまま年月がたつばかりです。国交という厚い壁に阻まれて、個人的にはなすすべはありません。こんな不条理なことはありません。まさに重大な主権侵害であり、人権侵害であります。もし私たちが拉致されている方々の親や兄弟であったらと立場をかえてみたら、この現状をどのように捉えるのでしょうか。毎日毎日いら立って身の置き場がなくなるのではないでしょうか。それが何十年間と続いているのです。横田夫妻に例をとってみても、かなりの高齢にも達しています。せめて目の黒いうちに我が娘に会えて、しっかりと抱きとどめてやりたいとの一心の願いであろうと思います。
　私たちは同胞として何も力にはなれませんが、与えられた職責において政府に向けて意見を発信していこうではありませんか。議員各位の人道的な真心に期待して、賛成討論とします。
　以上です。

○議長（坪根秀介君）ほかに討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案不採択であります。

　ここで改めてお諮りします。発議第２号　北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書（案）を採択することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、発議第２号　北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書（案）は、原案のとおり採択することと決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２６、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長から、所掌事務のうち会議規則第７５条の規定により特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）御異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第２７、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）御異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）以上で、本日の日程は全て終了しました。

　平成２５年第１回上毛町議会定例会を閉会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１１時０３分
○上記、会議の経過を記録して、事実と相違ないことを証するため、ここに署名する。

　　　平成２５年　　月　　日
上毛町議会議長
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